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要旨 
本研究の目的は，保育士としての成長を保育士自身がどのように捉え，またその成長においてどのようなことが重要だと
考えているかを明らかにすることである。現職保育士を対象に質問紙調査を行い，自由記述から得られた回答を分析した。
その結果，104 の小グループ，46 の中グループ，13 の大グループが抽出された。各大グループの関係性を検討した結果，保
育士として保育に臨む以前の前提条件となる事柄，保育を高める具体的な手段や条件，保育の最も中心的な子どもや保護者
との関わりの三つの層から構成されることが明らかとなった。保育士としての成長について，保育士が重要だと考えている
ことは，子どもや保護者への実践的な関わりと専門職としての関わりにとどまらず，それらを基盤とする個人の資質やプラ
イベートの経験をも含む幅広いものであった。 
 
１．研究目的 
近年の社会の変化により保育所に求められることは多
様化している。多様なニーズに対応していくためにも，
保育士は知識と技術に裏付けられた高い専門性をもって
保育をおこなうことが必要となっている。OECD（2012）
は Early Childhood Education and Care （以下，ECEC）の
質を向上させるのに効果的な五つの Policy Lever を示
しており，その一つとして ECEC スタッフの資格と訓練
と労働条件の改善を挙げている（注 1）。これは，健康的な
子どもの発達と学習を保証するのに ECEC スタッフが重
要な役割を果たすと考えられているからである。また，
質の高い教育環境を作る ECEC スタッフの能力の重要性
も示されている1。 
『保育所保育指針』2（以下『指針』）第 7 章職員の資
質向上 3 職員の研修等（1）では，「職員は，子どもの
保育及び保護者に対する保育に関する指導が適切に行わ
れるように，自己評価に基づく課題等を踏まえ，保育所
内外の研修等を通じて，必要な知識及び技術の修得，維
持及び向上に努めなければならない」として，職員の資
質向上の必要性が示されている。保育士養成協議会
（2007）は，「養成の教育は準備教育であって完成教育と
は言えない」3 と述べており，入職後の成長が不可欠であ
ることを示し，仕事に従事する中で「成長し続ける」こ
とを保育士の専門性の要件の一つに挙げている。また従
来よりもさらに多岐に渡った高度な専門性が期待される
ようになり，養成課程修了後も長く学び続けることが求
められる」4 と述べている。岡本ら（2003）は「絶えず自
分の保育を反省的に振り返り，子どもや保育を見る目を
深め，実践をより良いものにしようとする強い意志のも
とに最大限の努力を積み重ねることによって，結果とし
て，専門家になっていくものであろう」5 と述べている。
このように，入職後も学び続けることで保育士として成
長していく必要性が先行研究でも指摘されている。 
保育者として熟達化するプロセスについて研究した高
濱6（2001）は，幼児の状態と自分の対応をシステムとし
て捉えることや，自分の行動を組織化することを学んで
いることを明らかにした。また，保育者の成長に関して
保育者自身の語りに注目して分析を行った西川（2012）
は，「保育者が成長するにつれて子どもの個の発達や思い
に気づくようになる。経験年数の浅いうちは，子どもを
集団生活に適応させることや年齢相当の発達へのうなが
しが保育者の成長の目標となるが，経験年数の長い保育
者からは，個の発達や思いに目を向けてありのままの子
どもに共感することが自らの成長のあかしと語られてい
る」7 ことを述べている。つまり，経験年数が浅いうちは，
クラス集団をまとめることや各年齢で獲得すべき発達へ
と子どもを導くことが出来る指導力を身につけることが
保育士の成長と捉えられていたのが，経験年数を重ねる
ことで子ども一人一人の発達に目を向けて寄り添うこと
が出来るようになるといった変化がみられ，それを保育
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士の成長と捉えている。 
このように先行研究においては，子どもとの関係にお
いて保育者の成長を論じたものが多い。しかし，保育は
子どもとの関係だけでなく，保護者や同僚との関係や労
働環境など様々な要素を含んで行われる。香曽我部
（2014）は保育士の成長プロセスと実践コミュニティの
関連に着目し，「保育者の成長は，自己研鑽と呼ぶような
個人内の出来事ではなく，その保育者の所属する組織や
社会，文化という枠組みの中で捉える必要がある」8 こと
を明らかにした。こうした，子どもとの関係以外の点に
注目して保育士の成長を捉えようとする先行研究は非常
に少ないのが現状である。 
そこで本研究では，子どもとの関係の他にも保育士の
成長にどのような要素が関わっているのかを明らかにす
るために，保育の仕事における職能成長を保育士自身が
どのように捉え，またその成長においてどんなことが重
要だと考えているかを明らかにすることを目的とする。 
 
２．研究方法 
（１）調査協力者 
A 市立保育所に勤務する採用 2 年目以降の正規職員
（任期付採用者（注 2）も含む）226 名を対象とした。 
 
（２）調査方法 
前述の対象者に質問紙調査を実施した。調査期間は，
2013 年 7 月 1 日～7 月 19 日とした。 
本論文では，質問紙調査で実施した複数の質問項目の
うち「保育所保育士（以下，保育士）としての成長にお
いてどんなことが重要だと考えますか？」という質問に
対して，自由記述での回答を求めた分析結果を示す。 
 
（３）分析方法 
 回答のあった 92 名の記述を用いて，意味内容に基づき
整理し，グループ化をすることで分析を行った。記述さ
れた回答の意味内容に基づき，207 枚のラベルを取り出
した。そのラベルの内容が類似したものを整理して，グ
ループに分類した結果，104 個の小グループができた。
その小グループをさらにより大きなグループへと分類す
ると，46 個の中グループができた。次に，この中グルー
プを分類してまとめた結果 13 個の大グループができた。
なお，各グループには表札をつけた。また，表札は大グ
ループは【 】，中グループは[ ]，小グループは< >，
ラベルは「 」で示した。 
分析過程は筆者と指導教員，大学院学生の協力者の 3
名で行い，グループの分け方について繰り返し検討を重
ねることにより信頼性と妥当性を確保した。 
 
（４）倫理的配慮 
 A 市の保育行政担当課の了承を得たうえで調査用紙を
配布した。 
回答は任意とし無記名での記載を依頼した。調査の結
果については，プライバシーを厳守し，研究の目的以外
には使用せず，回答は分析を開始する前に番号を付して
匿名化処理をし，統計的に処理を行い個人が特定される
ことがないよう配慮した。なお，本調査は武庫川女子大
学大学院文学研究科教育学専攻倫理委員会の承認を得て
実施した。 
 
３．結果 
（１）回答者の概要 
回答者の概要は次の通りである。回答者は女性が 90
名，男性が 2 名であった。経験年数は，2～41 年で，経
験年数 2～10 年が 19 名，経験年数 11～20 年が 11 名，経
験年数 21～30 年が 26 名，経験年数 31 年以上が 35 名，
未回答が 1 名であり，平均 23.76 年であった。保育士資
格取得は，四年制大学が 12 名，短期大学が 60 名，専門
学校が 13 名，国家資格が 7 名であった。 
 
（２）グループの作成 
先に示した分析方法の手順により，以下の 13 の大グル
ープが作成された。①理論と実践，②保育所実践に関す
る知識，③子どもへのよりよい関わり，④保護者との関
わりと支援，⑤子どもや保護者との関わり，⑥互恵的な
同僚関係，⑦自己の省察と活用，⑧自己研鑽の取り組み
や姿勢，⑨社会人として求められる資質，⑩保育に臨む
姿勢，⑪心身の健康，⑫プライベートの経験，⑬保育士
として目指す姿の確立である。（表 1）各グループの作成
に至った過程は次の通りである。各グループの構成数も
合わせて示した。 
 
①【理論と実践】（中グループ 1，小グループ 3） 
 小グループには<理論と実践>，<学んだことを実体験で
経験する>，<学んだことを実践する>の三つがあった。こ
れらをまとめて中グループは[理論と実践]とした。ここ
では，保育を構成する理論的知識とそれを実際に活用し
て子どもと関わる実践の二つの要素が保育士の成長に必
要であると考えられていることがわかった。 
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表1 保育士として成長において重要だと考えること 
大グループ 中グループ 小グループ 大グループ 中グループ 小グループ 
理論と実践 理論と実践 
理論と実践 
自己の省察と
活用 
振り返り反省する 
保育を振り返り反省する 
学んだことを実体験で経験する 自分のことを振り返り反省する 
学んだことを実践する 
保育内容の工夫 
保育内容の工夫 
保育所実践に
関する知識 
保育所業務の理解 
保育所内全体の動きを知る 教育的視点 
主任の役割 教材研究 
保育に関する知識 
遊びを年齢によって知る 記録をとる 記録をとる 
保育の実践のひきだしを持つ 
経験の活用 
経験から学ぶ 
保護者に対応する知識 経験を積む 
色々な知識 
色々な知識 失敗経験を活かす 
社会情勢の把握 
自己研鑽の取
り組みや姿勢 
自己研鑽 
自己研鑽 
子どもへのよ
りより関わり 
子どもの理解 
子どもの目線に立つ 自分の好きなこと、得意なことを深める 
子どもを理解しようとする 研修に参加する 研修に参加する 
子どもの良いところを見つける 
学び続ける意欲と姿勢 
常に学ぶ 
子どもの関心に関心をもつ 学ぶ姿勢を持つ 
子どもを受容し、支援する 常に向上心を持つ 
子ども理解に基づく保育 
子どもの姿から保育を考える 前向きに取り組む意欲 
子どもの姿から見通しをもって保育する 様々なことに興味を持つ 
子どもから学ぶ姿勢 他市の保育を学ぶ 他市の保育現場を知る 
子どもの年齢発達をふまえ
て援助する 
子どもの年齢発達をふまえる 
社会人として
求められる資
質 
人間性 
人間性 
子どもの年齢発達をふまえて援助する 一人の人間としての成長 
子ども一人一人に応じた関
わり 
子ども一人一人に応じて関わる 素直な心 
一人一人の子どもと十分に関わる 人としての幅を広げる 
関わりを学ぶ 人間としてのモラルを大切にする 
子どもへの愛情 
子どもへの愛情 
人と関わる能力 
コミュニケーション能力 
一人一人の子どもを大切にする 社会性 
保護者との関
わりと支援 
保護者の理解 
保護者の理解 
相手の立場に立って物事を
考える 
共感 
保護者との対話 気づかい 
保護者の思いを受け止める 相手のことを思いやる優しさ 
保護者との信頼関係の構築 
保護者との信頼関係を築く 他人の気持ちを受け入れる姿勢 
保護者の思いを受け止めて信頼関係を築く
保育に臨む 
姿勢 
保育を楽しむ 
保育を楽しむ 
保護者の思いを受け止め信頼関係を築く 子どもと遊びを楽しむ 
保護者支援 保護者支援 子どもと関わる楽しさを感じる 
保護者対応 保護者の対応法 ゆとりを持った保育 ゆとりを持って保育する 
子どもや保護
者との関わり 
子どもや保護者の理解 子どもや保護者を理解しようとする ねらいを持つ ねらいをしっかり持つ 
子どもや保護者の気持ちに
寄り添う 
気持ちに寄り添う 挑戦する 様々なことに挑戦する 
子どもの気持ちに寄り添う 試行錯誤をする 試行錯誤をする 
保護者の気持ちに寄り添う 
臨機応変さ 
臨機応変に行動する 
子どもや保護者の気持ちに寄り添う 柔軟な考え方 
互恵的な同僚
関係 
同僚との互恵関係の構築 
職員とのコミュニケーション 周りの状況を把握する 周りをよく見る 
職員同士で助け合う気持ち 見通しを持つ 見通しを持って動く 
同僚と話し合いをする 新鮮な気持ち 新鮮な気持ちを大切にする 
同僚と意見を言い合える関係を築く 初心を忘れない 初心を忘れない 
同僚の意見に耳を傾ける姿勢 根気 根気 
同僚からの学び 
同僚に相談する 心身の健康 心身の健康 心身の健康 
同僚に相談し助言を受ける 
プライベート
の経験 
プライベートの経験 
仕事以外での経験 
同僚を見て学ぶ 保育以外のことに目を向ける 
同僚とのチームワーク 同僚とのチームワーク 
職場以外の人と接する 
地域活動 
モデルとなる同僚との出会
い 
モデルとなる同僚との出会い 
結婚、子育て 
保育士として
目指す姿の確
立 
保育観を持つ 保育観を持つ 
同僚からの承認 
上司に認められる 
保育に必要な感性を磨く 
感性 
豊かな感性 
同僚に認められる 
柔軟な感性 
感受性 
人権感覚 
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②【保育所実践に関する知識】（中グループ 3，小グルー
プ 7） 
 <保育所内全体の動きを知る>，<主任の役割>の二つの
小グループをまとめ，[保育所業務の理解]とした。保育
所においてチーム保育を進めていく上で配慮すべき事柄
が挙げられていた。また，<遊びを年齢によって知る>，<
保育の実践のひきだしを持つ>，<保護者に対応する知識>
の三つの小グループをまとめて[保育に関する知識]とい
う中グループとした。[保育に関する知識]では①【理論
と実践】の理論に当たる内容がみられた。さらに，<色々
な知識>，<社会情勢の把握>の二つの小グループをまとめ
て，中グループは[色々な知識]とした。ここでは，保育
に関する知識だけでなくもっと幅広い知識の必要性が述
べられていた。 
③【子どもへのよりよい関わり】（中グループ 5，小グル
ープ 15） 
 <子どもの目線に立つ>，<子どもを理解しようとする>
など五つの小グループがあり，保育の対象である子ども
を理解しようすることから保育が始まり，それができる
ことが保育士としての成長に繋がると考えられている。
この五つの小グループをまとめて[子どもの理解]という
中グループとした。また，<子どもの姿から保育を考える
>など三つの小グループがあり，子ども理解をベースに保
育を展開していく保育の基本方針が述べられていた。三
つの小グループをまとめて[子ども理解に基づく保育]と
いう中グループとした。 
さらに，<子どもの年齢発達をふまえる>など二つの小
グループがあり，年齢発達を理解した上で発達に応じた
援助をおこなうことの重要性に触れられていた。二つの
小グループをまとめて[子どもの年齢発達をふまえて援
助する]という中グループとした。そして，<子ども一人
一人に応じて関わる>など三つの小グループがあり，子ど
も一人一人に合わせて関わりを持つことが挙げられてい
た。三つの小グループをまとめて，中グループは，[子ど
も一人一人に応じた関わり]とした。それから，<一人一
人を大切にする>など二つの小グループがあり，子どもを
大切に想う愛情の大切さが求められていた。この二つを
まとめて[子どもへの愛情]という中グループとした。[子
どもの理解]，[子ども理解に基づく保育]，[子どもの年
齢発達をふまえて援助する]，[子ども一人一人に応じた
関わり]，[子どもへの愛情]の五つの中グループがあり，
これらのフレーズは『指針』4 をはじめ，保育に関する
考え方の中で多く使われている。 
④【保護者との関わりと支援】（中グループ 4，小グルー
プ 7） 
 <保護者との対話>，<保護者の思いを受け止める>など
三つの小グループがあり，一緒に子どもを見守り育てて
いく保護者を理解する内容が述べられていた。この三つ
のグループをまとめて，[保護者の理解]という中グルー
プとした。また，<保護者との信頼関係を築く>など二つ
の小グループがあり，保護者との信頼関係が築かれてい
くことで，一緒に子どもを育てていくことへの思いが共
有されることがみられた。これをまとめて，中グループ
は[保護者との信頼関係の構築]とした。そして，<保護者
支援>一つの小グループがあり，「いかにして親が子ども
に目を向けてもらえるか支援していくことが重要であ
る」などのラベルから保護者への支援の重要性がみられ
た。これはそのまま中グループも[保護者支援]とした。 
さらに，<保護者の対応法>一つの小グループがあり，
保護者との関わりの中でどのように対応していけばいい
のかを身につけることも保育士の成長には必要であると
考えられていることがわかった。これは中グループでは
[保護者対応]とした。つまり，【保護者との関わりと支援】
では，保育の中に存在する，保育士－子ども－保護者と
いった三者の関係のうち，保育士－保護者に関すること
が挙げられた。 
⑤【子どもと保護者との関わり】（中グループ 2，小グル
ープ 5） 
 <子どもや保護者を理解しようとする>という一つの小
グループがあり，「子どもや保護者の思いを理解しようと
努力する」などのラベルがみられた。ここでは，③の[子
どもの理解]と④の[保護者の理解]が合わせられている。
これは中グループでは，[子どもや保護者の理解]とした。
また，<子どもの気持ちに寄り添う>，<保護者の気持ちに
寄り添う>など四つの小グループをまとめて[子どもや保
護者の気持ちに寄り添う] という中グループにした。 
 ③【子どもへのよりよい関わり】と④【保護者との関
わりと支援】を合わせた内容であったが，これは子ども
と保護者を一体のものとして捉えていることの表れと考
えたからである。 
⑥【互恵的な同僚関係】（中グループ 5，小グループ 12） 
 <職員とのコミュニケーション>，<同僚と意見を言い合
える関係を築く>，<同僚の意見に耳を傾ける姿勢>など五
つの小グループがみられ，それらをまとめて [同僚との
互恵関係の構築]という中グループとした。ここでは，「色
んな立場や年齢の保育士がいるので，コミュニケーショ
ンをとり意見交換」などといったラベルがあり，チーム
保育をおこなう上で，同僚間で意見を交換することやコ
ミュニケーションを取って意思疎通を図り助け合ってい
くことで，お互いに保育技術を高め合っていくことがで
きる姿が述べられていた。<同僚に相談する>，<同僚を見
て学ぶ>など三つの小グループをまとめ，[同僚からの学
び]という中グループにした。ここでは，困難にぶつかっ
た時に相談し頼れる存在としてある同僚と見習う対象で
ある同僚としての存在に関する記述があった。 
<同僚とのチームワーク>という小グループもあり，こ
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のラベルには，「チームワークを大切にし保育に還元でき
るようにしていく」，「人間関係，チームワークを大切に
する」などがあった。保育は一人で行うものではなく，
同僚と協力し合うチームワークの大切さが語られていた。
これは中グループも[同僚とのチームワーク]とした。 
さらに，<モデルとなる同僚との出会い>という小グル
ープがあり，このラベルには，「尊敬できる先輩，上司と
の出会いも重要」などがあった。どのような同僚と出会
い，刺激を受けるのかも同僚関係をみていく上で必要な
要素となっている。これも中グループはそのまま[モデル
となる同僚との出会い]とした。 
その他に，<上司に認められる>，<同僚に認められる>
の二つの小グループをまとめて，[同僚からの承認]とい
う中グループにした。承認されるとは認めてもらうこと
や褒められることであり，それがあってこそ成長実感が
得られたり，自信をつけたりしていくことができる。 
“互恵的”とは，相互に利益を与え合うさまや協力関
係を築き，それぞれ相手に見返りを与えることを意味す
る。つまり，【互恵的な同僚関係】とは，同僚間で相互に
協力していく関係のことである。 
⑦【自己の省察と活用】（中グループ 4，小グループ 9） 
 <保育を振り返り反省する>，<自分のことを振り返り
反省する>の二つの小グループがあり，まとめて[振り返
り反省する]という中グループとした。「日々，自分の保
育を振り返り反省することを忘れず失敗は次に生かして
いけるように努力する」，「日々振り返り反省と課題を見
つけ，課題に添った保育を工夫」などのラベルがみられ
た。ここでは，PDCA サイクルによって保育を循環させ
ていくことによって，よりよい保育を展開していくこと
の大切さが多く挙げられていた。また，<保育内容の工
夫>，<教育的視点>など三つの小グループをまとめて，
[保育内容の工夫]という中グループとした。[振り返り反
省する]に比べてより具体的に活用について考えられて
いる。PDCA サイクルの Action の部分を切り取った回答
である。 
 そして，<記録をとる>一つの小グループがあった。記
録をとることで省察がより明確にできるようになってい
く。これはこのまま中グループも[記録をとる]とした。 
さらに，<経験から学ぶ>，<経験を積む>，<失敗経験を
活かす>の三つの小グループがあり，まとめて[経験の活
用]という中グループとした。経験したことをどう生かし
ていくかが大切であり，失敗経験などどのような経験も
プラスになっていく，経験の活用への姿勢がみられた。 
⑧【自己研鑽の取り組みや姿勢】（中グループ 4，小グル
ープ 9） 
 <自己研鑽>，<自分の好きなこと，得意なことを深め
る>の二つの小グループをまとめ，[自己研鑽]という中グ
ループにした。“自己研鑽”とは，自分自身のスキルや能
力などを鍛えて磨きをかけることである。このフレーズ
は『指針』の第 7 章職員の資質向上において 2 ヵ所に出
てきており，重要なものと考えられている。また，<研
修に参加する>の一つの小グループがあり，このラベル
には，「自主的に研修に参加し，現場で困っていることな
どと照らし合わせて保育を見直していくこと」，「自分が
欠けていることを研修に行ったりして学んで身につける
こと」などがあった。保育の現場から少し離れて研修に
参加することによって，また新たな発見や学びがあると
期待されていることがうかがえた。これは中グループも
そのまま[研修に参加する]とした。そして，<学ぶ姿勢を
持つ>，<常に向上心を持つ>など五つの小グループをま
とめて[学び続ける意欲と姿勢]という中グループにした。
現状で満足するのではなく，常によい保育をしていこう
とする姿勢を持つことが述べられていた。さらに，<他
市の保育現場を知る>の一つの小グループがあり，他市
の保育に視野を拡大することが自己研鑽の取り組みの一
つとして捉えられていた。これはそのまま[他市の保育を
学ぶ]という中グループにした。 
⑨【社会人として求められる資質】（中グループ 3，小グ
ループ 11） 
 <一人の人としての成長>，<人としての幅を広げる>，
<人間としてのモラルを大切にする>など五つの小グル
ープがあり，それらをまとめた中グループを，[人間性]
とした。“人間性”とは，人間としての本性や人間らしさ
で，生まれもってその人が持っているものを指す意味の
言葉である。ここでは，保育士としてある前に，一人の
人としてあるべきと思う姿を大切にする記述がみられた。
また，<コミュニケーション能力>，<社会性>の二つの小
グループがあり，まとめて[人と関わる能力]という中グ
ループとした。保育の仕事は絶えず人を相手にする仕事
である。その人と関わる上でのスキルが挙げられていた。 
また，<共感>，<相手のことを思いやる優しさ>，<他人
の気持ちを受け入れる姿勢>など四つの小グループをま
とめ，中グループでは，[相手の立場に立って物事を考え
る]とした。“共感”とは，他人の体験を感情や心的状態，
あるいは人の主張などを，自分も全く同じように感じた
り理解したりすることの意味である。“共感”というフレ
ーズは『指針』の中でも 2 ヵ所に出てきており，重要視
されている。その共感する関係性は保育士と子ども，子
どもと子どもの関係で説明されている。<他人の気持ち
を受け入れる姿勢>では，「他人（職員，保護者）の気持
ちを受け入れる姿勢」というラベルがみられ，[相手の立
場に立って物事を考える]の“相手”には，子ども，保護
者，同僚の職員など保育に関わる全ての人が含まれてい
る。 
⑩【保育に臨む姿勢】（中グループ 11，小グループ 14） 
 <子どもとの遊びを楽しむ>，<子どもと関わる楽しさを
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感じる心>など三つの小グループがあり，具体的な保育を
楽しむ視点について述べられていた。ここでは，保育に
臨むにあたっての心持ちがどのようであるかが，保育士
の成長に影響を与えていることがわかった。これらをま
とめ，[保育を楽しむ]という中グループとした。その他
は， [ゆとりを持った保育]，[ねらいを持つ]，[挑戦す
る]，[試行錯誤する]，[臨機応変さ]，[周りの状況を把
握する]，[見通しを持つ]，[新鮮な気持ち]，[初心を忘
れない]，[根気]の 11 の中グループがあった。 
⑪【心身の健康】（中グループ 1，小グループ 1） 
小グループ，中グループ共に【心身の健康】とした。
ラベルには，「心の安定，健康」，「心と身体の健康が大事」
とあった。保育士の職業のみならず，働く上で心身の健
康はなくてはならない。保育士の成長を考えた際に大前
提になるものとして挙げられたと考えられる。 
⑫【プライベートの経験】（中グループ 1，小グループ 5） 
<仕事以外での経験>，<保育以外のことに目を向ける>，
<職場以外の人と接する>，<地域活動>，<結婚，子育て>
と五つの小グループがあった。保育以外のことにも目を
向けたり，保育以外の場で経験したことから刺激を得た
りすることによって，新たな発見や自分自身の成長があ
り，それが保育にも還元されていく。これらをまとめて，
中グループは[プライベートの経験]とした。 
⑬【保育士として目指す姿の確立】（中グループ 2，小グ
ループ 6） 
<保育観を持つ>という小グループがあり，これは中グル
ープも[保育観を持つ]とした。また，<感性>，<豊かな感
性>，<柔軟な感性>など五つの小グループがあり，まと
めて中グループでは，[保育に必要な感性を磨く]とした。
“感性”とは，外界の刺激に応じて感覚・知覚を生ずる
感覚器官の感受性という意味である。この言葉は『指針』
の中で 6 ヵ所に登場しており，必ずその前には“豊かな”
という言葉とセットになっている。これだけ多く出てく
る言葉であることから，保育士として必要なことである
と認識されており，多くの人が回答に用いたことが納得
できる。 
 
（３）グループの関係性 
 13 個の大グループの項目の関係は次のように説明で
きると考えられる。 
保育士としての成長において重要だと考えることは，①
理論と実践である。理論とは，②保育所実践に関する知
識であり，実践とは，③子どもへのよりよい関わりや④
保護者との関わりと支援，⑤子どもや保護者との関わり
である。この理論と実践が相互に関わり合うことが必要
である。また，③～⑤は実際の保育場面で具体的に行わ
れることで，一つのまとまりであり，相互に関係し合う。 
 これらを高める具体的な手段や条件は，⑥互恵的な同
僚関係や⑦自己の省察と活用，⑧自己研鑽の取り組みや
姿勢である。⑥～⑧は③～⑤をよりよくするために創意
工夫する際に用いられたり，困難が生じたときに助けと
なったりする。また，③～⑤によって⑥～⑧が生まれ，
⑥～⑧によって③～⑤に変化がもたらされる。これらは
常に循環していく関係にあり，相互に影響を与えている。 
 そして，これらを支える基盤となるのが，⑨社会人と
して求められる資質や，⑩保育に臨む姿勢，⑪心身の健
康，である。⑨～⑪は保育に携わる前に備えておくべき
事柄である。実際の保育に直接的に関わるものではない
が，保育を行う者にとってベースとなるべき大切なもの
だ。これが根底にあることによって，①～⑧，⑬保育士
として目指す姿の確立が展開されていく。このように保
育士が自らの職能成長において重要だと考えることは，
三つのかたまりにくくることで説明できる。 
 さらにこれら三つのかたまりにくくられたものに影響
を与えるのが，⑫プライベートの経験，である。 
 また，⑬保育士として目指す姿の確立，はこの三つの
層それぞれを高めるために作用し，その変化によって⑬
保育士として目指す姿の確立，自体も変化する相互の関
係にある。（図 1） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４.考察 
（１）頻出する語 
“共感”や“自己研鑽”，“感性”といった語は回答におい
てよく用いられていた。これらは，『指針』の中で使用さ
図１ 保育士としての成長において重要だと考えるこ
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れている。このことから，保育士が『指針』の中で重要
であると述べられていることを，保育士の成長にとって
重要な事柄であると考えていることが示される。これは，
『指針』に基づいて保育が行われているとする保育の原
則から考えれば当然の結果ともいえるが，保育士一人ひ
とりの回答からみられたことで，この原則を保育士が常
に意識していることが明らかにされた。 
 また，“寄り添う”というフレーズが 10 名の回答にお
いてみられた。これは『指針』の中では使われていない
が，A 市の保育の指針（注 3）の中にある望ましい保育者像
において“寄り添い”というフレーズが使われている。
保育士としての成長は望ましい保育者像に近づくことだ
といった気持ちから，多くの人が回答に挙げたのだと考
えられる。 
 
（２）大グループの特徴 
 ①～⑧，⑬は直接的に保育に関連する事柄であり，こ
れらが良い方向に変化することが保育士としての成長と
して重要だと考えられている。中でも，③子どもへのよ
りよい関わり，④保護者との関わりと支援，⑤子どもや
保護者との関わりの三つは，保育の最も中心的な部分で
あり，保育実践においての関わりを持つ子どもと保護者
との関係性に関する内容である。 
また，⑥互恵的な同僚関係，⑦自己の省察と活用，⑧
自己研鑽の取り組みや姿勢は，保育を高める具体的な手
段や条件に関する内容である。これらの手段を利用する
ことや条件が整うことが，保育士の成長において重要な
役割を果たしている。これらは専門職として，自らの実
践を高めていくために求められる事柄である。 
⑬保育士として目指す姿の確立は，自身が保育士とし
てどうあるべきかといった信念を持つことにつながると
考えられる。その姿は豊かな感性を持った者であるべき
との思いが読み取れる。 
これら直接的に保育に関連する事柄である①～⑧，⑬
に対して，保育に直接的に関連するものではないが，保
育に臨む前提として備えておくべき事柄が，⑨社会人と
して求められる資質や，⑩保育に臨む姿勢，⑪心身の健
康である。これらは，人としての魅力や本質を反映する
ものであり，そこで有能であることが保育士としての成
長に関係していると考えられている。これらは，仕事に
従事する者が備えておくべき基本である。2006 年，経済
産業省は「社会人基礎力」という能力概念を提唱した。
「社会人基礎力」とは職場や地域社会で多様な人々と仕
事をしていくために必要な基礎的な力であり，人間性，
基礎的な生活習慣の土台である。仕事における知識や技
能だけでなく，そうした基礎となる力を備えておくこと
が求められるようになっている。 
仕事から離れた項目⑫も保育士としての成長に重要だ
と考えられており，仕事から離れた時間や環境の中で経
験したことが，仕事における成長に関係してくることを
示している。 
 
５．結論 
保育士としての成長において，保育士自身が重要だと
考えていることは，大きく三つにくくられること，また
それらが相互に関係し合うことが示された。一つは，子
どもや保護者への実践的な関わりであり，これは保育の
中心的な営みである。日々の保育において，子どもと関
わる経験を通して，保育士が成長していくことはすでに
先行研究においても明らかにされてきたことであるが，
本研究においても改めて確認された。これらは，理論に
裏付けられた知識や子ども理解の視点，保護者との信頼
関係の構築など，多岐にわたる内容で構成されている。
つまり，保育士は子どもや保護者と関わる上で，様々な
視点を持って関係を築いていく。 
二つ目は，互恵的な同僚との関係構築や自己の省察と
いった専門職としての営みである。自由記述による回答
結果からは，保育士自身が保育士の仕事を専門職として
高めていこうと考えていることがわかった。 
そして三つ目は，前二者の保育実践の基盤となる個人
の資質やプライベートの経験であった。保育に一見直接
的な関わりがないように思えるような事柄も，保育士と
しての成長に重要だと考えられていることがわかった。
これは注目すべき点である。プライベートの経験として，
職場以外の人と接することや保育以外のことに目を向け
るなど直接に保育に関わらないことが挙げられていた。
保育に直接的に関わる事柄だけに留まらず，プライベー
トの経験もまた，保育士の成長に重要な意味を持ってい
ることが明らかとなった。 
これまでの先行研究においては，子どもとの関わりな
ど保育士の仕事上での実践に焦点を当てて，保育士の成
長を捉えていた。しかし，本研究で明らかになったこと
は，仕事上における子どもとの関わりだけでなく，社会
人として求められる資質や保育に望む姿勢，心身の健康
といった保育実践だけでなく，それを支える基盤となる
ものも重要であると考えていることである。 
本研究の意義は，保育士の成長にとっては，保育実践
とともにそれを支える基盤となるような，保育に直接的
に関わらない事柄も関与していることを明らかにできた
ところにある。 
 
－注－ 
（注 1）OECD では ECEC の質を上げるのに効果的なキ
ーレバーとして以下の五つを挙げている。 
Policy Lever1: Setting out quality goal and 
regulations 
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Policy Lever2: Designing and implementing 
curriculum and standards 
Policy Lever3: Improving qualifications, training 
and working conditions 
Policy Lever4: Engaging families and communities 
Policy Lever5: Advancing date collection, research 
and monitoring 
（注 2）A 市では，3～5 年の期間の任期付き職員を採用
している。業務内容は正規職員と同等である。 
（注 3）A 市では，保育所保育指針を基に，保育方針や
保育内容について明文化した冊子を作成してい
る。その中で，望ましい保育者像として，「子ど
もの育ちの願いに寄り添い，一人一人の思いを
大切にし，子どもが生活を豊かに創造していけ
るように支援する保育者」が挙げられている。 
 
 
－引用・参考文献－ 
1 OECD，Starting Strong Ⅲ―A Quality Toolbox for 
Early Childhood Education and Care，2012 
2 厚生労働省『保育所保育指針』2009 
3 社団法人全国保育士養成協議会『保育士養成資料集』
第 46 号，2007 
4 長谷部比呂美「短期大学生の自己教育力に関する検討
（2）―保育学生の自己教育力の推移―」『淑徳短期大
学研究紀要』第 49 号，2010 
5 岡本和子，矢藤誠慈郎，諏訪英広，光本弥生「保育者
養成の再検討Ⅲ―保育士養成課程のカリキュラム改
正と保育士の専門性―」『岡山県立大学短期大学部研
究紀要』第 10 巻，2003 
6 高濱裕子『保育者としての成長プロセス』風間書房，
2001 
7 西川晶子「保育者としての「成長」に関する研究―自
由記述の質的検討―」『信州豊南短期大学紀要』第 29
号，2012 
8 香曽我部琢，松延毅「公立保育所保育士の成長プロセ
スと実践コミュニティ：グラウンデット・セオリー・
アプローチ（GTA）と複線経路・等至性モデル（TEM）
の比較から」『宮城教育大学紀要』第 48 号，2014 
9 松下佳代編著『<新しい能力>は教育を変えるか―学
力・リテラシー・コンピテンシー』ミネルヴァ書房，
2010 
 
 
－ 16 －
岡田　朱世
